
 

 

社会の仕組みを体験する「いきいきゲーム」概要説明書 

松江市教育委員会学校教育課       

松江市産業経済部まつえ産業支援センター 

１．社会の仕組みを体験する「いきいきゲーム」とは 

 ・社会の仕組みを体験する「いきいきゲーム」（以下「いきい

きゲーム」という）とは、楽しみながら自然な形で世界経済

や社会の仕組みを学べる体験型シミュレーションゲームで

す。ゲームの他に「未来ノート」という教材を用い、仕事に

ついて考える授業等がプログラムされています。 

 ・ゲームや授業の進行役及び補助者などの人材は、まつえ産業

支援センターから派遣します。 

 

２．「いきいきゲーム」の内容 

・右図のように、いくつかの国（チーム）をつくり国対抗でゲーム 

を行います。 

・「国連」（進行役）から提示された製品（紙を丸や四角に切ったも

の）を製品取引所に持ち込むと買取ってもらえ、売上金は銀行に

預けることができます。 

・時間内で一番豊かな国になることを目指します。 

・国ごとに条件が異なるため（紙はあるがはさみがない、所持金は

あるが紙がないなど）、自分たちで考えて（他国と交渉するなど）

行動する必要があります。 

・現実世界と同様に様々な出来事（新たな技術開発、資源の発掘など）が起こり、それに対応するため

に話し合って解決していくことが求められます。 

・自ら考え・行動することの大切さに気づけるよう、ゲーム後にふりかえりを行います。 

 

３．「いきいきゲーム」のおおよその流れ 

導入 仕事について考える  身近な仕事について考えることで、社会をイメージします。 

体感 いきいきゲーム １  ゲームでの経済活動を通して、社会の仕組みを体感します。 

納得 ふりかえり 
 ゲームの結果や自分たちの行動をふりかえり、主体性や社

会との関係性を学びます。 

確認 いきいきゲーム ２ 
 ふりかえりを活かして再度ゲームを行うことで、学んだこ

とを確認し、意識づけを行います。 

 

４．「いきいきゲーム」で伝えるメッセージ ～3 つの約束～  

 ・国連（進行役）は、次の 3つのことをゲームの約束として提示します。 

1. 失敗おめでとう 様々なことにチャレンジし、失敗してもそこから学んでいこう！ 

2. 答えはひとつじゃない 
社会に出ると答えが一つとは限らない。 

だから自分なりの答えを探していこう！ 

3. 得意をいかそう 
自分の好きなことが得意につながるかも。 

今日は好きなこと、できることを見つけて自分の力を発揮しよう！ 

 ・この３つの約束は、未来を切り拓く子どもたちに伝えたいメッセージでもあります。 

【参考】持田小での「いきいきゲーム」の様子 



 

 

５．「いきいきゲーム」の特徴と教育効果 

ゲームの特徴  

○ゲーム中の行動 

 
ねらい／効果 

先に答えを与えない 

○自ら考え・行動する 

○分からない事を質問する 

○新しいことに挑戦する 

【主体性】主体的に考え、行動する 

自らの意思で考え、選択することの大切さに気づか

せます。その中から自分の強みや弱みの理解を促し

ます。 

  

不平等な初期設定 

○新しいアイディアを出す 

○さまざまな工夫をする 

【関係性】人との「関係性」を意識する 

自己理解・他者理解を通じて、スキルとしてのコミュ

ニケーションの難しさ、大切さを考えさせます。 

  

チームでの活動 

○意見を出し合って決断する 

○人に接する姿勢を考える 

○自分の役割をみつける 

○他のチームとの関係を築く 

【社会性】社会の中での自分の位置を認識する 

ゲームを通じて疑似体験した社会を日常生活に結び

つけることで「社会全体」とのつながりを感じ、働く

意欲や、役割意識を喚起します。 

  

さまざまな状況変化 

○変化に柔軟に対応する 

○情報を集める 

○最後まであきらめない 

【創造性】新しい価値を創造・提供しようとする 

自由な発想やさまざまな工夫によって、よりよい結

果を出そうという意欲を引き出します。 

 

６．教員・児童の感想 

 
教員の反応 

・仕事や社会生活においてどのようなことが大切なのか、どういった力をつけていくと良いのかなど、活動を

通して子どもたちが実感することができた。ゲームの振り返りをしていく中で「時間を守ることは社会に出

てからも大切です。だから先生も普段時間や締め切りを守るように言っている。」など、ゲームと学校生活

をつなげる声かけが要所にちりばめてあってよかった。 

・普段あまり発言しないことも子どもにも、発言の場や活躍の場があってよかった。 

・ただ、単に勝ち負けではなく、友達といろいろとアイデアを出し合いながら工夫していたことがゲームの楽

しさにつながっていた。 

児童の反応 

・いきいきゲームをやってみてグループの人と協力して、役割を決めたり、他のグループと協力して貸し借り

をしたり、情報交かんをしたりすることの大切さを学びました。 

・いきいきゲームで他の人と話し合って交しょうするときには、お互いに幸せになれる公平な話し合いをする

ことが大切だということがわかりました。 

・「社会に出たら自分の得意なことを生かすことが大事だよ。」と教えてもらって、自分の得意なことをもっと

見つけようと思いました。今日はいろいろなことを学んだので、それを生かしてあきらめずに失敗をおそれ

ず何でも挑戦したいです。 


